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御嶽山の噴火は、多くの方々が命を落とす痛ましい惨事となってしまいました。亡くなられた方に謹んでご冥福をお祈りいたします。一日も早く一人でも多くの方が救出されることを願うばかりです。

火山噴火予知連絡会の藤井敏嗣会長は「もともと水蒸気爆発を予知することは難しい。前兆現象を明確に把握することは困難」と述べました。実際は、水蒸気爆発に限らず、以前から指摘されているように、日本中至るところにある火山の噴火予知・予測が困難であることが、今回あらためて浮き彫りになりました。
今、川内原子力発電所の再稼働が強行されようとしていますが、火山噴火による原発への影響を私達は大変危惧しています。

菅官房長官は「川内原発は火山があっても、火砕流がそこまで行かないことは明快。全く心配ない」と発言しました。しかし、原子力規制委員会と火山学者が、川内原発付近で火砕流到達の痕跡があることを九電に指摘しており、原発敷地内に火砕流到達の可能性があることを九電自身が認め、規制庁に提出した補正書にはっきり書いているように、これは菅氏の誤認であり妄想です。
火山噴火による火砕流が原発を襲ったら、全電源喪失となり、格納容器・圧力容器ばかりか、原子炉建屋や免震重要棟まで破壊され、放射能が大量に放出されることが想定されます。サイトに近づくことも困難で、もはや人間の手に負えるものではありません。火山灰が降り積もるだけでも、取水口が詰まって冷却水の取水ができなくなり、メルトダウンすることも想定されます。
しかし、九州電力と規制委員会は、「巨大噴火の予測に必要なデータも技術もない」（藤井会長）などとする専門家の意見を聞き入れず、巨大噴火の可能性は「十分に小さい」うえに「監視によって前兆を捉えることができる」として、再稼働を強行しようとしているのです。
御嶽山噴火においては事前に地震があってもＧＰＳに変化がなく噴火情報を出せなかったということが明らかになりました。原発の火山審査ではＧＰＳによる地殻変動の変化を捉えることが巨大噴火予測の前提となっていますが、今回の事態はその可能性に重要な疑問を呈しています。
さらに、巨大噴火への対処として、原子炉の停止だけでなく、核燃料の搬出も必要です。川内原発の使用済み燃料プールには二千体近い燃料がありますが、どこにどうやって運び出すのか。そもそも搬出に間に合うような噴火予測などできるのか。およそ非現実的な話なのです。

玄海原発についても、火山の影響を過小評価してはなりません。
九電自身が規制委員会に提出した資料の中にも、将来の活動可能性火山として、阿蘇カルデラや近いところで壱岐火山群等が挙げられています。「火砕流などが敷地に到達することはないと考えられる」としていますが、約9万年前に玄海原発から120キロ離れた阿蘇カルデラの破局的噴火によって噴出した火砕流堆積物が、玄海原発から30キロ付近の伊万里市でも点在した状態で確認されています。しかも、玄海原発周辺の日本海一帯は新しい火山が短期間で発生しやすいエリアだとの専門家の指摘もあるのです。貴社のような楽観的過小評価予測で影響はないと結論づけることは許されません。

火山噴火は大自然の営みですが、命を傷つける放射能をまき散らす原発事故は人災です。火山帯に立地された川内と玄海の原発の稼働はそもそも認められません。ただちに、廃炉にするしかありません。
以下、九州電力に対して、緊急に要請と質問をいたします。

【要請事項】
火山の噴火予測ができないこと、噴火予測に基づく核燃料の安全な搬出ができないことを認め、
玄海・川内原発の再稼働をただちに止め、廃炉方針を立て一途に邁進すること。
【質問事項】
昨日の報道によると、川内原発について９月中に提出すべきはずの補正書の提出が、９月３０日には１号機の一部しか提出されていません。
 火山モニタリングに関連して核燃料の搬出計画が問題になっていますが、核燃料（炉内核燃料及び使用済核燃料）を具体的にどこに運ぶ計画としたのですか。


※９月１０日の川内原発審査書決定後、火山モニタリングに関連する核燃料の搬出計画について、原子力規制庁から九州電力に対して事業者ヒアリングの場において以下の要求がなされています。
・９月１１日ヒアリング「原子炉停止計画及び燃料集合体の搬出等の計画について･･･記載可能な項目については、あらかじめ計画として策定すること」
・９月１８日ヒアリング「燃料体等の搬出に関する業務フローの内容を説明すること」
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＜神奈川＞さよなら原発★ちがさき　　　　　　
＜東京都＞プラント技術者の会　原子力規制を監視する市民の会　福島老朽原発を考える会　FoeJapan
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